
P1 
本資料の使用に際しては、弊社大西熱学は一切の責任を負いません。 

転載及び配布する場合は、御手数ですが弊社大西熱学まで御一報下さい。 

ＯＨＮＩＳＨI ＮＥＴＳＵＧＡＫＵ ＣＯ.,ＬＴＤ. 

http:/ /onishinetsugaku.promole.net/pdf/varioustopics/11.pdf 
 
 

冷凍空調において物質を冷却または加熱する場合の熱は 2 種類あります。 

温度の変わる熱と変わらない熱です。 

 
温度が上昇下降する時に変化する熱が「顕熱」です。 
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顕熱に対して蒸発、融解、凝縮、凝固など、状態が変化するだけで温度の 
変わらない熱が「潜熱」です。 
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顕熱と潜熱の合計を全熱（エンタルピ）と呼びます。 
標準大気圧において水の状態変化は以下のようになります。 

※ 蒸気を加圧した場合は温度が上昇して顕熱が発生します。 
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